
日本版持続可能な観光ガイドライン（JSTS-D）の概要
＜日本版持続可能な観光ガイドライン（JSTS-D）＞

◆　日本の特性を各項目に反映した
上で、GSTC※による観光地向けの
持 続 可 能 な 観 光 の 国 際 基 準
「 GSTC - D2.0 （ GSTC  Destination 
Criteria）」に準拠した指標として開
発。

◆　持続可能な観光地マネジメントを
進める上でのガイドラインとして活
用。ガイドラインに基づいた取組を
進めることで、持続可能な観光地マ
ネジメントを進めることが可能。

◆　Aマネジメント、B社会経済、C文
化、D環境の４分野から構成。

※　グローバルサステナブルツーリズム
　協議会。Global Sustainable Tourism 
　Council。
※　国連世界観光機関（ＵＮＷＴＯ）、

国連環境計画等の呼びかけにより持続
可能な観光の共同理解を深めることを
目的に活動する協議会。
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①　自己分析ツール
　＝　観光政策の決定、観光計画の策定に資するガイドラインとして活用

　・　地域の強み、課題、成長機会を客観的・定量的に把握可能。

　・　地域が目指す姿、取るべき施策が明確化。

　・　持続可能な観光の実現に向けた継続的なモニタリングの実践方法を学ぶ機会に。

②　コミュニケーションツール
　＝　地域が一体となって持続可能な地域/観光地づくりに取り組む契機に

　・　行政・観光関係者・住民間における、持続可能な観光に関する理解の促進、合意形成の契機に。

　・　持続可能な観光の推進を担う人材育成や研修の機会に。

③　プロモーションツール
　＝　観光地としてのブランド化、国際競争力の向上

　・　持続可能な観光に取り組む地域として、優良な訪日客を呼び込むためのプロモーションが可能。

　・　国際的な認証機関による評価・表彰制度の活用によるブランド力の向上。

　※　世界の86％が「サステイナブルな旅行を希望」、41％が「旅行中によりサステイナブルな行動をとるためのアドバイスを
旅行会社から得たい」と回答。（ブッキングドットコム「2019 Sustainable Travel Report」 より）

　日本版持続可能な観光ガイドライン（JSTS-D）について

日本版持続可能な観光ガイドライン（JSTS-D）の効果
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　＋　日本版持続可能な観光ガイドライン（JSTS-D）へ取り組んでいることを国際的にも示すことが可能な
　　　 ロゴマークが活用可能
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　日本版持続可能な観光ガイド
ライン（JSTS-D）への取組を
示すロゴマーク



１．目的

「日本版持続可能な観光ガイドライン（JSTS-D）」の普及促進及び効果検証

２．対象

地方公共団体、観光地域づくり法人(DMO)　等
※その他、都道府県単位、複数地方公共団体、地方公共団体内の一部地域のみでも可

３．事業内容

モデル地区において、「日本版持続可能な観光ガイドライン（JSTS-D）」を実際に活用しその効果検証を行う。ま
た、検証結果を踏まえ、今後のより良い運用体制（研修の方向性、取組体制等）及び普及方法を検討する。具体的
な事業内容については以下事項等を予定。
○　持続可能な観光及びガイドラインに関する理解促進のためのトレーニングプログラムの実施
○　観光庁が指定するアドバイザーの派遣
○　「日本版持続可能な観光ガイドライン（JSTS-D）」に基づく観光地プロフィールの作成
○　国際的な認証機関による評価・表彰制度へのエントリー

○　「日本版持続可能な観光ガイドライン（JSTS-D）」のアセスメントレポートの作成　等

日本版持続可能な観光ガイドライン（JSTS-D）モデル事業について（案）

2021年度モデル事業概要
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モデル地区になるメリット
★　他地域に先駆けて持続可能な観光への取組を開始可能

★　通常は有料であるGSTCトレーニングプログラムの開催・受講について支援

★　持続可能な観光への取組を推進するためのアドバイザーの派遣

★　国際的な認証機関による評価・表彰制度へのエントリー、表彰の獲得に向けた取組のバックアップ
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日本版持続可能な観光ガイドライン（JSTS-D）モデル事業について（案）

モデル地区における実証事業の進め方
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Step1　ガイドラインの役割及び内容の理解（４月～５月）
1. オリエンテーション 本事業の目的・概要・モデル地区の役割・スケジュール等の説明、調整

2. GSTCトレーニングプログラム（3日間） GSTC公認トレーニングプログラムによる、ガイドラインへの理解促進と取組に向けた研修
の実施

Step２　ガイドラインに基づく地域の分析・評価（エビデンスの収集、分析、認証制度への挑戦等の取組の実施）（５月～９月）

１．地域におけるガイドラインの取組体制の確立 地域のステークホルダー※で構成されるワーキンググループ（WG）の設置・開催（地域
によっては既存の組織で可）
データやエビデンスの収集・分析
※行政、観光関係者、地域コミュニティ、大学・研究機関等

２．観光地プロフィールの作成 ガイドラインによる分析を踏まえた観光地プロフィールの作成
（観光庁より提供する定型フォームに入力）

３．表彰制度への申請支援 国際的な認証機関による評価・表彰制度※へのエントリー支援
※Green Destinations 「Top100選」等のGSTC認証機関による認証制度

Step3  まとめ・報告、今後の方針決定（９月～２月）
１．課題抽出と改善に向けた方針決定 WG等において分析結果、観光地プロフィールに基づき、課題と今後の対応策について

議論、方針の決定
２．継続的なモニタリング体制の検討・観光地計画への反映 アセスメントレポートを作成し、自己分析を深化させた上で、継続的なモニタリングのため

の体制の検討
観光地計画の策定・改定（必要に応じて）

３．モデル事業についてのフィードバック（観光庁へ報告） モデル事業全体を通したガイドラインへの取組に関する課題や提案等
日本版持続可能な観光ガイドライン（JSTS-D）のロゴマーク申請

別紙

モデル地区決定後、観光庁より派遣するアドバイザーのもと以下の手順で進める。

※　上記実施時期はあくまで一例



日本版持続可能な観光ガイドライン（JSTS-D）モデル事業について（案）

＜参考＞モデル事業の流れ

5

４月　
事業
開始

４月～５月
オリエンテーション

トレーニングプログラム
９月～翌年2月　

とりまとめ
５月～９月　

ガイドラインに基づく分析・評価

GSTC（Global Sustainable Tourism Council）

１～３月
要望調査＆

モデル地区決定

モデル地区
決定（３月中）

取組の支援
・GSTCトレーニング
　プログラムの開催・
受講

・国際表彰制度への
エントリー　等

アドバイザー
派遣

随時状況
報告

観光庁指定アドバイザー

フィードバック
報告
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　　申請
（１月12日
～２月８日）

※　下記スケジュールはあくまで一例

観光庁

地方公共団体、観光地域づくり法人（DMO)　等

指導・支援
・ワーキンググループへの参画　
・データ収集、分析　
・観光地プロフィール作成
・評価・表彰制度へのエントリー支援　
・次年度以降の方向性・体制の検討　
・観光地計画への反映
・モデル事業全体のフィードバック　　等


